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インフfLエンfに 注意してくだといf 流 行at拡末中です打

岬 翌興   棚 麟 翻 裸 勤、」
ということがなしヽように、感染防止に留意して過ごしてください。
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と (平成22年の 葬蛇退は 3月9日～S月150) ( 平成匁 年の第1 5週は、4月1 1 8 判 月1 7 日)」
(鈍9

〈最近の傾向)
コ患者の半数以上は20代 以上の大人が占めてt まヽす。
口昨年12月 から、季節性 (A香港型)に代わつて新型(A/HlNl)の割合が高くなつています。

○手焼い・うalぃを徹底しきしょう

人混みをできるだけ避け、外出先から帰つたら手洗しい うがいを徹底しましょう

○せき工千ケw卜を守し勝しょう

せきやくしゃみが出るときは、「せきエチケット」を守りましょう

○卑めに理診し孝しょう

インフルエンザにかかつたかなと思つたら、かかりつけ医など身近な医療機関に電

話をし、早めに受診しましょう

Oピ ークの前の''手 ン揺種を

重症化を防ぐ効果が期待できます。接種から2～ 3週 間で効果が表れますので、早

めの接種が望まれます。

高RFt臨 イン',Lエ ンfに ついこ

昨年 10月 から野鳥や養鶏場などで高病原性鳥インフルエンザの感染が確認されてい

ますが、今年に入つてからも、福島、北海道、宮崎、鹿児島、愛知と全国各地で相次しヽ

でいます。
単
北海道大学の喜日宏教授 (獣医学)に よると 「全国どこでしヽつ発生 してもおか しくな

い状況になつた」ということです。  (ネ 朝日新聞イ/27(朝 刊)よ り)

高病原性鳥インフルエンザとは、強毒性の鳥インフルエンザのことで、主に鳥から鳥
へと感染 します。

鳥インフルエンザの人への感染は、感染 した鳥と接触 したり、糞を吸しヽ込むなどして

大量のウイルスが体内に入つた場合に、まれにあることが知られてしヽますが、通常の生

活では感染する可能性きわめて低しヽときえられてしヽます。

また、鶏卵や鶏肉を食べることによって人に感染することはありません。

〆暫 箱

中旬ぜ
・●ひきは

審=母宅せ奇L体宅件ぷ島
うじセ′じが

・
叶をしょう。

ち向o親々・親 屯々し
軽始格しれ

湧【>ct門 た,59rrじ|
卑め多めのお客が 、

卑てれら1,なるためのカギ七

労ながてしを中って,)4■●う。

を総 艦暦雅乳響既七幅
昇め1,蒋“F宅^イ言で

お熊 七幹叶孝しょう。
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